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❶KTI川田グループの

価値観



川田テクノロジーズのコーポレートサイトに掲載



富山の川田から日本の川田、世界の川田へ、そして多様性の時代へ

平成昭和 令和大正
1922 1952 1966 2009 2022
川田鐵工所創業 川田工業へ社名変更 社訓制定 川田テクノロジーズ設立 100周年

グループ理念創業の精神

川
田
忠
雄
・
書

1970 川田テクノシステム設立
1971 川田建設設立

1983 橋梁メンテナンス設立
1987 東邦航空加入

1994 新中央航空加入
2013 カワダロボティクス設立

社訓



新工法を提唱し、
「橋梁の川田」の原点となった「大渡橋」
（富山県・1958年）
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社訓制定当時の社内報「かけはし」









安心で快適な生活環境の創造



❷サステナビリティへの
取り組み



主な取り組み事例

• 屋上緑化システム
• 壁面緑化システム
• 地下貯水槽

環境・防災

• テレバリスタ・プロジェクト

社会・人権



川田の「独創自立・チャレンジ精神」の体現

環境・防災に関する取り組み

地下貯水槽
エコマモール

2003

屋上緑化システム
みどりちゃん

2003

壁面緑化システム
Stand by みどりちゃん

2022



屋上緑化システム



みどりちゃんとは

一般的な日本の気候では、
雨水だけで植物が育つ緑化システム

●ヒートアイランド対策として有効
●集中豪雨の雨水流出を遅らせることが可能

●特許取得済み
国内：特許第4418429号、特許第5248944号、特許第5248945号、

特許第5017591号、特許第7119249号
海外：南アフリカ、イギリス、フランス、ドイツ、カナダ、

オーストラリア、香港、中国、アメリカ



●余剰水は越流して屋上面に排出
●空気層があることで根腐れを防止

みどりちゃんのしくみ

雨天時

晴天時

雨水を貯留・蒸散させる自然循環方式

雨が土壌と再生炭でろ過されきれいな水を貯留

土壌が表面から乾燥していき
再生炭まで乾燥すると、
空気層に蒸散した水分を再生炭が吸湿



環境への配慮

再生土壌

再生炭再生プラスチック

●プラスチック材は
リサイクル、リユースが可能

地球にやさしいリサイクル材を活用
原材料は国産



富山県美術館
富山県富山市／2,839m2（2017年）

日本最大級の屋上庭園を誇る
富山県美術館に採用

みどりちゃんの施工実績（国内178件）



杉並区桃井第一小学校
東京都杉並区／847m2（2009年）

北区立王子第一小学校
東京都北区／409m2（2021年）

東京電機大学（東京千住キャンパス第1期）

東京都足立区／729m2（2011年）

約50件の教育施設に採用

みどりちゃんの施工実績（国内178件）



顕径（ヒンキン）駅
香港／4,628m2（2017年）※開業は2020年

香港最大の鉄道路線システム
「香港MTR」の多くの駅に採用

みどりちゃんの施工実績（海外43件）



紅磡（ホンハム）駅
香港／1,042m2（2018年）

鑽石山（ダイヤモンドヒル）駅
香港／1,215m2（2018年）

啟德（カイタック）駅／宋王台
香港／125m2（2018年）

2020年2月に開業した香港MTRの路線
屯馬（トンマ）線の全ての駅に採用

みどりちゃんの施工実績（海外43件）



シンガポール実験施工（2019年）タイ実験施工（2021年） アメリカ実験施工（2017年）

深刻化する水不足の解消のため
各国で実験施工を実施中

●他にも、インド（2021年）、フィリピン（2021年）で実施

海外における実験施工



川田工業東京本社ビル
東京都北区／18m2（2015年）
※2022年に植栽をタマリュウに植え替え

地元中学校の訪問学習で
収穫体験

収穫体験 ポプリ作り

緑化を活かしたサステナビリティ活動



ビクトリア上海アカデミー
香港（2015年）

香港の中学校で
みどりちゃんの施工体験

緑化を活かしたサステナビリティ活動



壁面緑化システム



何度でもレイアウトが可能な
意匠性・創作性が高い壁面緑化システム

●壁面をキャンバスに植物で彩る
●植栽の入れ替え可能

Stand by みどりちゃんとは

内箱が取り外し可能な
箱型ユニット

●特許取得済み
国内：特許第6799309号
海外（出願中）：中国、香港、アメリカ、オーストラリア、シンガポール、タイ



効率的に
貯水・水循環するしくみ

●川田独自の緑化技術である「貯水・水循環」
●活性炭による保水性向上

Stand by みどりちゃんのしくみ

潅水量を低減しながら
乾燥に弱い植物でも育ちやすい環境を実現



施工のしやすさ

作業短縮、メンテナンスも簡単

●壁面に設置した外箱に内箱をはめ込むだけの簡単施工
●事前に別の場所で植え付け作業ができるので安心・安全



Stand by みどりちゃんの施工実績（4件）

植物で文字や季節の
変化を楽しめる

当社建築現場イメージアップ壁面緑化
埼玉県富士見市（2021年）
●緑から赤に変化するオタフクナンテンなど



K邸エクステリア
埼玉県川口市（2022年）

よこで耳鼻咽喉科壁面緑化
埼玉県川口市（2022年）

川口緑化センター壁面緑化
埼玉県川口市（2022年）

壁面だけでなく看板やアートとしても活用

Stand by みどりちゃんの施工実績（4件）



Stand by みどりちゃんの活用
子どもでも植え付け簡単！
教材やワークショップにも最適！

●植物や土壌にふれることで、
「五感の発達」や「感情を豊かにする」効果が期待！



地下貯水槽



エコマモールとは

近年、ヒートアイランド現象が原因となり

集中豪雨やゲリラ豪雨が増加しているため、

地下貯水槽の設置は洪水防止策として有効です。

集中豪雨・都市洪水の被害を抑え
人と都市を守る地下貯水槽



エコマモールの特徴

●水の阻害率が小さいため効率的に貯水
●柱スパンが広いためメンテナンス時の視界が良好
●小型重機による清掃が可能

柱が少なく貯水量が多い

●公共用地・民間施設（学校グラウンド、公園、野球場、
テニスコート、駐車場等）としても利用可能

上部を有効活用

上部を駐車場として利用した例

小型重機による清掃の様子



施工のしやすさ

●現場の工期短縮

コンクリートの部材は
工場でつくる

●部材と部材をピンで接合する工法

熟練工でなくても作業可能



エコマモールの耐震性能

●耐震性に優れ、レベル2の地震動※にも対応することができます。
●(一財)土木研究センターの建設技術審査証明（建技審証第0407号）

を取得し、大規模地震時にも対応が可能です。

建設技術審査証明（建技審証第0407号）

※レベル2の地震動とは
その構造物が受けるであろう過去、将来にわたって最強と考えられる地震動。

レベル2の地震動にも対応
建設技術審査証明を取得



エコマモールの施工実績（8件）

常永3号貯水槽
山梨県昭和町／ 4,010m3（2010年）

常永2号貯水槽
山梨県昭和町／7,770m3（2013年）

常永4号貯水槽
山梨県昭和町／5,300m2（2009年）

山梨で土地区画整理の貯水槽として４区画に採用



新座大和田雨水貯留槽
埼玉県新座市／16,500m3（2020年）

首都圏で16,500ｍ3の
地下貯水槽に採用

エコマモールの施工実績（8件）



人と一緒に働く
工場用ロボットの新しい活用方法の開拓

社会･人権への取り組み

●グッドデザイン賞金賞2013
●第5回ロボット大賞「次世代産業特別賞」

NEXTAGE

NEXTAGE Fillie
●Red Dot Design Award 2022受賞



テレバリスタ・プロジェクト



テレバリスタ・プロジェクトとは

分身ロボット
「OriHime」×

オリィ研究所との共同研究開発プロジェクト
ヒト型ロボット
「NEXTAGE」



テレバリスタとは

遠隔地にいる方がOriHimeを通して接客
NEXTAGEで心を込めてコーヒーを淹れる
遠隔地にいる方がOriHimeを通して接客
NEXTAGEで心を込めてコーヒーを淹れる



システムのしくみ
パイロットはOriHimeを使って、現場の映像を見ながら、
現場に対して身振りを表出したり、双方向で音声コミュニケーションをとることができます。
また、NEXTAGEを操作することで、現場に手作業を使ったサービスを提供できます。



ロボット活用社会貢献賞を受賞

日本ロボット学会第40回学術講演会にて
「ロボット活用社会貢献賞」を受賞



テレバリスタは、
分身ロボットカフェにて稼働中

分身ロボットカフェDAWN ver.β

●分身ロボットカフェDAWN ver.βは、
株式会社オリィ研究所が運営するカフェです。

分身ロボットカフェ



❸トップメッセージ



屋上緑化システム 壁面緑化システム 地下貯水槽

環境・防災事業



新中央航空のドルニエ機

東邦航空のドクターヘリ

東邦航空の東京愛らんどシャトル 航空事業



首都高速羽田線更新工事 東名高速道路床版取替工事

インフラ長寿命化



黄瀬川大橋 崩落からの早期復旧

橋梁の災害復旧



那須トレーニングセンター 実習棟 安全体感装置

人的資本投資



安心で快適な生活環境の創造をめざして



ありがとうございました



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /All

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Warning

  /CompatibilityLevel 1.6

  /CompressObjects /All

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.1000

  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions false

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo false

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments false

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Remove

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 150

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.40

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.76

    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 15

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 15

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 150

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.40

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.76

    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 15

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 15

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<





    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>







    /HUN <>

    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)

    /JPN <>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>





    /SKY <>



    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>



    /ENU (Use these settings to create high quality Adobe PDF documents suitable for a delightful viewing experience and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 7.0 and later.)

  >>

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [600 600]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



